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蚕都くらぶ･ま～ゆは､地域で暮らす人びとがお互いに助け合って楽しく暮らすこ
とを目指しています。 

私たちは､この地域の豊かな自然や人びとの知恵･技術･経験･人柄を地域の宝と考
えます。 

その宝を活用することで､より豊かな地域と温もりのある人間関係を目指し、活動
しています。 

蚕都くらぶ･ま～ゆは､地域通貨｢ま～ゆ｣を使って人と地域をつないでいます。 

❖ 人と人との新しい関係が生まれます。 

❖ 自分の能力を再発見できます。 

❖ 人が活き活きすることで､地域が元気になります。 

 

わたしたちの願い  

俊篤 啓峰 



－１－ 

都市･建築工房 №130ヒデさん(竹内秀夫) 

● トラブルの多いリフォームだからこそ 

お任せください 

● 家のことなら何でもお気軽にご相談ください 

● 消費税分「ま～ゆ」が使えます 

上田市御所274 

℡28-7532 fax 28-8190 

11 月 13 日（日） 

 プラザ・ゆうで開催。 

多くの会員の皆さまにお集ま

りいただき、開始時間よりだい

ぶ早いうちから会場は賑やか。 

販売物もテーブルに並び準

備万端整いました。 

マコモダケ、ネギなどのお野

菜や黒豆、蜂蜜などなど…た

くさんの出品もありました。 
 
   総会    

司会のごんべえさんの挨拶

からスタートしました。 

♦プロジェクトの活動報告 

♦ま～ゆ市(ヒデさん)♦廿日

市＆みんなの家 関連(あや

ちゃん)♦レクリエーション・味噌プロジェクト・会報 (ミーすけ) 

♦田んぼプロジェクト(ごんべえ) (配当米

の贈呈も)♦秋和菜園(アンジンさん)♦ドキ

ュメンタリー映画 PT(ケセラ) 

改めて振り返ってみると、ま～ゆの活動

は実に様々。 

☆新入会＆見学の方の紹介☆ 
♦見学に来られたのは斎藤さんご夫妻。

終始楽しそうにしておられました     

♦入会した「きみちゃん」こと佐藤起美代さん・

「りえちゅん」こと瀧澤梨恵さん、自己紹介を兼ね

てご挨拶。 
 

☆会計＆監査報告☆ 
かっとまん＆ミーすけさん、拍手で承認されまし

た。 

これで総会は終了…その時、サプライズがありました。 
 

☆感謝状☆ 
20年の永きに渡って代表を務めてこられたケセラさんへ感謝状を贈呈。 

常に人と人、あらゆる場面でつなぎ役となり、ま～ゆの内外で交流の礎となってきたケセラさん。活動の

指針を常に私達に示してくださっていました。大変な

事もたくさんあったはずですが微塵も感じさせず、い

つも明るく笑顔で会を牽引してくださった事に、会員

一同、心から感謝の意を表しました。 
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     ま〜ゆまつり    ケセラさんが司会。 

モノコト交換の、インフォメーションタイムです。 

何冊もの古本、販売物もテーブルに並び準備万端。マコモダケ、ネギなどのお野菜や黒豆、蜂蜜などな

ど…たくさんの出品もありました。 
 

☆ハッピーバーズデイ☆ 
11月生まれはノセさんと、パレちゃん。 

パレちゃんはご自身が作画されて完成したばかりの絵本を紹介し

てくれました。 
 

☆インフォメーション…☆ 

♦大豆の刈り取り作業 ♦廿日市 ♦ま～ゆ市 ♦餅つき大会  

♦イベント①(塩田のミックスポーツクラブ）・②（カフェイベント） 
 

☆演芸大会☆ お待ちかねのお楽しみ企画は 4組が参加。 

トップバッターは〘モアラ〙。けんちゃんはま～ゆをテーマにした楽曲

を披露。2 年半前に作詞作曲したものの、未完成だったのを総会の間

に完成させて披露してくれました 

私は「青い風」を演奏♪これもけんちゃんの作った

曲。 
 
次は〘シゲさん〙謡曲「四海波」と「外郎売

ういろううり

」を披露。

「外郎売」は難しい言葉が多く長ゼリ

フなのに加えて早口言葉の連発す

る難しいもの。 

〘しゅんさん〙はトランペットの演

奏。「情熱大陸のテーマ曲」と「糸」を演奏。演奏の合間には楽器や楽

曲の紹介を。 
 
〘パレちゃん〙は正調小諸節を披露。深く響きの良いパレさんの声

はとってもステキ。 

 

最後にみんなで「ふるさと」を歌

って、ま〜ゆまつりは終了。 

掃除と片付けをみんなで手分け

して作業して、あっという間に元

の会場になりました。 
 

年に一回の「総会＆ま～ゆまつり」は、普段なかなかお会いできない方に会える貴重な場。 

多くの会員の方と過ご

す事で、今のま～ゆの

姿を見つめることがで

きました。 

新しく加入された方、

長年在籍している方、

子供さんから年長者の

方までフラットに交流で

きるま～ゆの空気感は、

他のグループにはない

素敵な長所だと改めて

思いました。 あやちゃん 
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 11 月20 日（日）。 

今にも降り出しそうな雨雲を頭上に

抱えて、集まった順にみんなの家の清掃と、庭では焼き芋の準備が始まりました。

大学生たちや初めて廿日市に参加する顔ぶれもあり、空模様とは打って変わっ

て明るくとっても賑やか。小雨がパラつきはじめると作業スピードは一気にあが

り、あっという間に準備完了。 

炭火が整って焼き芋を投入。じっくりゆっくり 65 度〜75 度程度で焼く

ことで、焼き芋は甘く美味しくなるそうです。炭火の調整を西ちゃん・そだっ

ち・けんちゃん・かよちゃんにお任せ。 
 

廿日市スタート。何冊もの古本、販売物もテーブルに並び準備万端整い

ました。マコモダケ、ネギなどのお野菜や黒豆、蜂蜜などなど…たくさんの

出品もありました。 

♦二ホンミツバチの蜂蜜・みつろうクリーム（ますみちゃん）♦ハーブティー、

干し柿（あやちゃん） 

※売り上げはみんなの家に寄付させていただきました。 
 

★インフォメーション 

♦ゆっきぃ＝〝信州 AYA 世代イベ

ント〟別所温泉で(対面＆オンライン)開催。病気を患った経験

を持つ若い世代の人達をつなぐネットワーク作り＆語り合う場

所作りを。 

♦ヒデさん＝うえだ市民会議「環境をよくしたい人大集合」中央

公民館で。 

♦あやちゃん＝イベント開催、塩田のミックスポーツクラブで。た

こ焼き、豆腐プリン、ハーブティーの販売。キッチンカーの出店

も。 

♦かよちゃん＝コミュニティーカフェを開催、下室賀コミュニティ

ーセンターで。 
 

★ドキュメンタリー「水どぅ宝」を鑑賞 

リンちゃんの提案で、水質汚染の問題に直面する沖縄の

人々の姿を追うドキュメンタリー作品。 

沖縄の人々の命を支える水に、異変が起きている。北谷

浄水場の水道水には有機フッ素化合物・PFOS が含まれて

いた。それは人体への悪影響が指摘され、国際条約で使用

が原則禁止とされた化学物質。それを知らずに、今も飲み水

や生活用水として利用し、暮らしている人もいる。 

その危機感に気付いた人達は改善を求める抗議運動やストライキをしている。にも関わらず、さらに

米軍は汚染物質を含む汚染水を公共下水道へと放出する。PFAS（有機フッ素化合物の総称）は、胎児

や子どもの成長に悪影響を与えるとされる物質。母親たちは国に直接抗議した。しかし、米軍と日本政府

からは問題の解決となる答えは未だ返ってこない。 

問題に直面する沖縄の人々の憤り、計り知れないほどの悲しみと不安を、この DVD で知る事ができ

ました。 

 

 

ピザ窯でも焼きました 
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★くじ引きトーク 

トークテーマが書かれた紙をくじ引きで引いて、書いてある内容についておしゃべりしてもらう企画。 

焼き芋が焼けるまでの間、囲炉裏端にぐるり集まって、みんなでおしゃべりをしました。 

『10 年後の自分へメッセージ』『ま～ゆネームの由来』『自慢できる事』などなど…それぞれのテーマに

そってその人が語り、みんなが聞いて共有する。今まで知らなかったその人の一面を知れたり、内面的

なお話も伺えて、とっても良い時間となりました。 

情報社会と言われていても、自ら求めようとしなければ知り得ない事柄がとても多い 

昨今。自分の視野にない事でも、こういった機会を通して問題の実情を知り考える 

きっかけになる事は、ま～ゆならではの良さではないかな？ と思います。 
 

焼き芋が焼き上がると、それぞれがお土産に持ち帰り、片付けて解散となりました。 

 

4月から始まった廿日市ですが、今年はお休みする事なく毎月開催する事ができました。 

来年はもっともっとパワーアップした内容と、変わらないゆるやかさで引き続き頑張って参りますので、

よろしくお願いします。 

あやちゃん 

 

 

11月３日、文化の日に 

アンジンさん、ケセラさん、ヒデさん、にゃんこ先生、ごんべえさ

ん、ばくちゃん、宮内さん、ちゃーこさん、かっとまん、きよちゃん、あやちゃん、けんちゃん、りえさん、まるちゃん、 ノ

セさん、ミーすけさん、ハヤチャンの 17名で、長野駅から北長野駅まで歩きました。 

毎年 1 回、もう 10 回以上続いている企画だそうで

す。私は、初めての参加でしたが、単なる街歩きでなく、

ヒデさんが資料を用意してくださり、専門的な説明もた

くさんしてくださり、とても 勉強になりました。 

長野駅前広場……如是姫像

(左写真)……天竺の長者の娘

で、不治の病にかかった時、長者

が一心に南無阿弥陀仏を唱え回

復したという、伝説のお姫様でした。 

西光寺、かるかや山……高野山で再会した我が子の石童丸に、苅萱上人は父と名乗らず

別れたと。親子の像が悲しみを伝えています。 

北野文芸座……江戸時代は門前町に芝居小屋が軒を連ねていたとか……

その賑わう町を想像するだけでワクワクします。「ドサ回り」の語源は、門前で

興行できない役者が、佐渡まで渡ったことからとか。 

本陣跡(右写真)……テレビコマーシャルで「藤屋御本陣」と、素敵な結婚式

風景。 

現役ホテルに使われているのに、残念ながら一度

も入ったことありません。誰か結婚式に呼んで。 

   

蕎麦処 いちや   №312 牧野隆彦 

● お食事代の 5％をまーゆでお使いください 

● 環境やお財布にもローインパクトな蕎麦屋を目指してい

ます平日は予約制となっています  

※前日までにご予約頂いたお客様には一品サービスします 

上田市住吉1160 ℡25-1841／携帯080-5140-6689  



西洋占星術・ヒーリング №267 くらげ(水沢） 
● タロット・自然療法・不思議いろいろ 
● ま～ゆ会員は2割引。 

さらに半額までま～ゆ払い可能です。 
● 障害や不具合をお持ちの方の介護や 

お手伝いも、ま～ゆで承ります(介護福祉士) 
上田市中央東 1－19 

連絡先:090-2755-1383 
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八幡屋礒五郎……元文 3 年、1738 年創業で日本三七味屋の一つ。毎食お世話に

なっています。大好きですから。あのブリキの唐辛子缶が、なんと上田市で製造されて

いるとか。 

仁王門前に標識「善光寺参道」と…

…長野市道路元標も。いつもは、見逃

していますね。 

ここを右折して東に行くのが北国街

道ですが、私たちは善光寺参りに。そうそう、11 月 12 日 NHK の

ブラタモリでは、右折して坂を下っていました。 

善光寺が 11 回もの火災にあい、以前の場所から現在の場所に

本堂が移ったと、ヒデさんが教えてくれました。もちろん、ブラタモリ

でも同じ話をしていて、「うんうん、ヒデさんに聞いたっけ」と。 

昼食は、城山公園……皆さん、漬物やフルーツやお菓子、ごちそ

うさま。みんなで食べるお弁当は最高ですね。 

相ノ木通り、三輪７、8

丁目……大きな旧家。連

子格子の家々、2 階は白

壁の旧家が並ぶ。途中、

左手に、独特の屋根の延

命院。 

吉田には、皇足穂吉田

大御神宮……とても立派

な神社、ヒデさんが神社

作りや鳥居の説明を。私

は勉強不足でまとめられ

ず、すいません。 

北長野駅までの道路両側に、「北国街道」と書かれ

た街路灯が続く。これがなかなか味があってすてき。 

今回は、善光寺宿中心に歩きました。普段、長野に

行ったり、善光寺にお参りしても、古い街並みに思い

を馳せることがない私でしたが、こういう歩き方もい

いなあと実感しました。 

次回は新町宿でしょうか。牟礼宿、古間宿でしょうか。みんなで楽しみにしていまし

ょう。あと、年 2回にしてどんどん進んで行きませんか。 

14000 歩……参

加者の皆さんお疲

れ様。また、ヒデさ

ん、分かりやすいガイド、本当にありがとうござい

ました。 

№426 ハヤチャン 
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九十歳になる前に気がついたこと 

№169ゆっこちゃんこと石田由紀子は今 89歳で兵庫県西宮市に住ん

でいます。上田に父が遺した家があり、この 10年間、2ヶ月に一度上田に来て

家の管理をしています。 上田に来ると寿限無を訪れ、ま～ゆの活動の話など

おしゃべりを楽しんでいましたが、ここ 2 年間はコロナ禍のため年に 2 度の訪

問になりました。 
昨年末のことです。西宮で買い物帰りに急坂を歩いて上ったあと、一休みし

ようと傍のブロック塀に身を寄せた途端、右手の親指をついてしまったので

す。親指の骨が折れ、手術のため 1 週間入院して、年末無事に退院したので

す。年が明けて 1 月 4 日に病院へ行くと、“手術で指に入れた金具が外れて„

とのこと。2月になるとこのショックとストレスで体重が 4 kg も減り、同時に足や腰の筋肉が落ちて歩け

なくなってしまいました。 

昨年末はバイクに乗り、日本語教室に教えに行ったのにお医者さんは｢高齢だから元の体になるのに

2年かかる｣といいます。私は 89歳なんだ。私は初めて自分の実年齢を意識しました。 

私の人生は高校の英語の先生で始まり、40 年勤めた後、今度は外国の人に日本語を教える仕事を

始めて 70代、80代、今も生徒に囲まれて｢センセイ｣と呼ばれています。家族がいないので子供や孫か

らおばあさんと呼ばれる事がありません。たまにバス停などで｢おばあさん、お先にどうぞ｣と言われ、    

自分のことかとやっと気がつく始末です。今回怪我をして自分の実年齢を考え、体を大切にしなければ

90代は自分の望むように暮らせないと実感しました。11 月、1 年ぶりに杖をつきながら上田に来て上田

の澄んだ青空、冷たい空気、ミーすけさんの前向きな励ましに接し、来年 90 歳になる私が元気な足をと

り戻すために、今は気長にリハビリに専念することが大切と痛感、春にはまた上田に来ることができます

ように！  

 
 

「若いね」    №147 かっとまん 

10 代から 20 代前半の数年間は「若いね」と言われます。私は余り言われた記憶がありませんが、

激励する言葉です。40才過ぎ頃からの「若いね」は「年の割に責任ある仕事をしてるね」と褒め言葉です。70才過

ぎると、私も最近良く言われるようになりましたが「元気だね」とお祝いの言葉です。「若いね」はいずれの場合も前

向きのことばです。 

ところが、社会に出て数年たち、25 才頃から 30 才過ぎ頃に言われる「若いね」は真逆で、「馬鹿だよ」あるいは

「気配を読め」の意味です。社会に出て数年たち、多少仕事も出来るようになる頃、上司の不可解な指示に腹が立

つことが増えます。結果が良ければ上司の成果、失敗すれば責任を押しつけられる。疑問をぶつけても無視される。

馬鹿馬鹿しいので自分の考えで進めようとします。無論怒られます。普通の人は適当に妥協します。妥協したよう

に見せかけ、実質自分の考えで実行する要領の良いやつもいますが、私は単純で、粘りと、気力で正面突破をは

かり、面倒くさくなった上司に「勝手にしろ」と言わせ実行します。同僚、あるいは周りの人たちが「若いね」と言いな

がら、心配し、あきれてました。失敗しても自分で決断したことで、怒られても納得し、次の仕事に生かせます。当時、

忠告してくれた生真面目な同僚が「お前が会社で生き残れたのは奇跡だ」と会うたびに言います。 

 

 

朝焼けの中、枯れた草が黒くシルエットに映し出されている。 

空を見上げると三日月が残像を残し、二重に目に焼き付く収穫されてない柿が、たわわ

に実りいまも地面に落ちかけている。 

地には、枯れ草の上に真っ白な霜がおりている。電線には、雀が朝だよと鳴き始めている。 

寒く空気が張りつめた中、真っ赤に実ったリンゴが収穫を待っている。 

寒い中の朝の散歩、いろいろな景色が見える。さあ今日も一日の始まりだ。 

11月 18日の朝 6時前の風景です。 

№76ぶんちゃん 

八十路を超えられた方に思いの丈を

語っていただきました 



コロナ禍に思う №71 トットちゃん 

｢コロナ君早く退散して‼｣と祈り続けて 3年目。 

｢何言ってんだ君たちが原因なのだ｣と聞こえる。 

考えてみると、私も含め終戦子は生まれて以来、

行けいけドンドン、これでもか、これでもかの高度

成長経済社会に向かって真っしぐらに走り続けて

76年。車も家も海外旅行、あらゆるものを手にし

た。 

気が付いたら、地球温暖化・コロナ感染症だ。 

夢からパッチリ目が覚めた。疲れた。 

しかし心配したコロナであるが、しっかり手洗い・

マスク・消毒を実行していれば大丈夫だ。 

コロナ初期、学校が休校になり子守役の私は孫

達と深く関われたことは思い出だ。関わることで我

が子には到底味わえない孫の日々の成長をつぶさ

に垣間見られたのもコロナがあってのこと。 

この頃はコロナと上手に共生しつつ、リンゴ農家

への手伝い、趣味の会ではクルミのおはぎで収穫

祭を祝い、ま～ゆの大豆畑の脱穀も無事終わり、

選別のみだ。 

また大好きな沢田研二主演の｢土を食らう 12 ヶ

月｣の映画鑑賞もできた. 

まだ長引くコロナ禍ではあるが、確実に前へ押し

進んでいる毎日は忙しい。 

家族を大切に、仲間を信じて今日一日を笑顔で

暮らしたい。 

みんなで食べる  

№130 建築よろず屋のヒデさん 

新型コロナの感染拡大防止のため、

手指消毒、換気、密を避けるなどが挙げ

られ、みんなで食べることができなくな

って 3 年経ちました。1 月のまゆ玉ま～

ゆ市、4月のお花見ま～ゆ市、8月の生

ビール大会、11 月の収穫祭、12 月の餅

つき大会、4 月～10 月のカフェま～ゆ

廿日市と事あるごとに食べたり、飲んだ

りし、人のつながりを緊固
きんかた

にしてきただ

けに、片翼
かたつばさ

をもがれたような状態が続

いています。しかし、農作業のお茶など

は、屋外ということもあり、徐々に復活し

ています。 

ヨーロッパでは、新型コロナがないか

のようにマスクを外し、カフェやレストラ

ン等で歓談しているようです。人という

のは集まって話をするだけでは物足り

なく、食べたり、飲んだりしたいのだ、と

いうことだと思います。とはいえ、同調

圧力の強い日本では、もしそれで新型

コロナに感染しようものなら、一斉にバ

ッシングされることが目に見えていま

す。理論武装でき、食べたり、飲んだり

できるいい方法はありませんか？ 

コロナ禍で変わったプロ野球 №461 ゆっきぃ 

 2020 年 6 月、プロ野球が 2 ヶ月半遅れで再開されました。その時は無観客開催からのスタ

ートでした。静寂のなか、打球音と選手の声しか聞こえないグラウンドの様子をテレビで見て、衝撃

とさみしさを感じました。どんなにすごいプレーがあっても、歓声 1 つも聞こえない球場の様子は、

今でも忘れることができません。 

 2019 年までは、私もよく球場へ行っていました。応援団の吹くトランペットに合わせて、大声

で応援歌を歌っていました。それが、大声禁止、鳴り物禁止となり、野球場へ行く楽しみがなくなっ

てしまいました。 

 今年、再びプロ野球を球場で観戦するようになりました。観客は戻ってきましたが、大声は出

せません。マスクも着用です。鳴り物もまだ禁止で、球場のスピーカーから応援歌が流れています

が、これでは臨場感に欠けてしまいます。 

高校野球ではトランペットが解禁されているので、来年こそプロ野球も認められないかなと期待

しています。 

－７－ 

ま～ゆ会員にききました。 コロナ禍で 
変わったこと 

 



コロナ禍でおもったこと №４５ ばくちゃん                                      

2021 年．やっと公民館が使えるようになったある日、某講座内のＡさんがマスクをしないこと

を公民館の職員の方に注意された。押し問答の末、「マスクをしないと公民館を利用できないな

ら、この講座をやめます。」と、Ａさんは去っていった。 

公民館の職員の方は、普段とてもやさしいし親切だ。Ａさんに、強く要請したのは職務に忠実

だったからだろう。 

たぶん私も仕事となると、上から来た指示通りに一生懸命に説得しようとするだろう。考えると 

「職務に忠実に一生懸命・・・・・・それが怖い。」 

報道を見ていて思うのは、戦場の兵士だって、ほとんどは善良な一般市民なのだろう。ただ、

任務に忠実なだけであって・・・・・ 

さて、先のマスクと公民館の件。数か月したら、マスクが、とても苦しい方もいる・・・・・個性を

認めて・・・と報道されていた。正義は、ひっくり返る時がある。 

 正義はひっくり返ってもＡさんは戻ってこない。 
 

 もう一つ、正義はひっくり返るかもしれないと感じたこと。 

 ほとんどテレビを見ない私が、すごもり生活をしている間は、よくテレ

ビを視た。コロナについて色々教えてもらった。素直に「へえ、そうなの

ね。」と感じた。しかし、北朝鮮について、ウクライナについて、何々につい

てと視ているうちに、「あれ？」私の考えなのか？テレビで報道された考え

なのか？区別がつかなくなりそうだった。 

テレビも新聞もすべての報道機関が一斉に同じことを言ったら・・・・権力者が言わせた

ら・・・・正義はひっくり返るかもしれないと怖くなった。 

コロナ禍での変化対応  №44そだっち 

早いもので新型コロナウイルスが世界中に広まって、もうすぐ 3年です。 

最初の頃は一年くらいガマンすれば、何とかなると思っていましたが、その後コロナの猛威は皆

さんご存知の通りです。 

約 100 年前のスペイン風邪は収束まで 10 年かかったとの事ですし、医学の発達した現代でも

感染症は人類の脅威だと実感しました。 

自分の周りで変わった事といえば、やはり自動車部品製造の仕事に大きく影響がありました。  

中国のロックダウン、世界的な物流の混乱等で自動車生産のストップに伴う受注減の影響で、

社会人生活で初めて休業を経験しました。 

また、母親の一周忌では帰省自粛で埼玉から来れなかった姪っ子のため、Zoom でオンライン

法事を執り行いました。 

コロナになるまでは、Zoom って何？って感じの使ったこともないツールでしたが、使ってみると

離れていても、その場にいるように会話が出来たし焼香も出来て良かったです。 

コロナ禍では悪いことばかりでなく、自分にプラスとなる変化もありました。 

コロナ禍で世の中のいろいろな事や常識が変化してしまいましたが、柔軟に変化対応していく

能力が求められるのかなと感じます。 

人類の歴史は戦争や災害、疾病等と災厄が繰り返されましたが、その苦難に人類は打ち勝ち乗

り越えて来ました。 

新型コロナも必ず克服出来ると信じて、いま出来ることをしっかり行っていきたいです。 

－８－ 

 

  



新型コロナウイルス №５５ ミーすけ 

第８波が来るかもしれないと言われるようにな

って、私の周りにもコロナに「罹った」という人が出

てきました。 

第５波ぐらいまではどこでコロナが流行ってい

るのだと、身近ではありませんでした。 

予防注射をしなさいと国が決めたので、素直に

５回まで予防接種をしました。それは副作用など

全然なく、痛くもかゆくもなかったから。 

娘は２回と３回の接種で熱が出て具合悪くな

り、こんな状態ならコロナに罹っても同じではない

かと、予防注射はしませんでした。 

１２月４日に孫の音楽大学の定期演奏会があ

り、娘と二人で神奈川県まで車で行ってきました。

音楽が終わり、帰りの車の中で（のどが痛い、寒

気がする）と言い出しました。のど飴をなめて、何

とか私を上田に下ろし、小諸へ帰っていきました。 

次の日コロナの陽性が判明しました。のどが痛

く話もできない日が５日も続き、また胸もいたいな

どと言いました。話すことはできないのでメールの

やり取りでした。 

私は３日たって抗体検査を受けマイナスでし

た。娘は「マスクはすごいね。コロナを防いだ」と言

いますが私は５回の予防注射が良かったと思って

います。娘は１２日から出勤できました。 

コロナ報道    №147 かっとまん 

コロナ騒ぎは「過剰」かも知れないが、

社会的影響を考えるとやむ得ない。注目

される話題には当初、必ずマスコミ情報は

「嘘だ」と一般論を否定した諸説がゴロゴ

ロ出てくる。責任感のあるマスコミも独自

色を出したいが、根拠薄弱では使えず、無

難な一般論を流す。テレビのコメンテータ

ーが入手した情報を得意になって発信し、

炎上することがある。新聞と違いテレビは

チェック機能が脆弱だ。日本のマスコミは

失敗や、非難を恐れ過ぎ、少々慎重過ぎ

る嫌いはある。大変だけど自分で裏付け

が取れないなら、とりあえず一般報道を疑

問符付きで受け止めるしかなかろう。マス

コミは入手した膨大な情報から極一部だ

けを報道に生かしていることは理解すべ

きだろう。 

とうとう罹ってしまいました №2 ごんべえ 

先月中旬、鼻水が出てちょっと風邪ぽいのかなと、葛根湯など飲んで様子を見ていました。 

翌日３９度近い熱が出て、「おいでなすったな」と直感し病院へ行きました。車の中で待機してい

ると、防御服を着た先生が窓越しに両鼻に検査棒を突っ込み「10 分程お待ち下さい」と引き下がり

ました。再び現れた時に淡々と「はい陽性です。薬を処方しますからお持ち下さい。一週間程自宅

で謹慎していて下さい」との事でした。暫くするとコンコンと車窓をノックし、薬局の方が薬を届けて

くれ、料金を聞いたところ、「コロナは無料です」と処方の説明をして帰られました。この間、流れる

ような手際の良さです。「ああ、私のような患者が大勢いて手慣れているんだなあ」と変に納得して

しまいました。皆さん周りはコロナだらけで何時罹ってもおかしくない状況ですよ。 

病状は大した事はなく一週間の自宅謹慎も無事に終え全快しました。 

さてこれからです。二週間後いつも通っているアクアプラザのサウナでお喋りごんべえは「俺罹

っちゃったよ、もう謹慎は解けたよ」と軽い気持ちでバラしてしまいました。その夜帰って来た家内

が「なんて言う事を言ってくれたの！」とかんかんです。聞けば情報が飛び交い、会う人会う人から

「ご主人コロナだったんだってね」と特別な調子で声を掛けられ、いたたまれない思いをしたとのこ

とです。どうですか皆さん、やはりほとぼりが冷めるまで黙っていた方が良かったのでしょうか？

「コロナ位でこの反応ならもっと大きな人権に関わる問題だったらどうするんだ！」と声に出さずに

ぐっと飲み込んだ夜でした。 

－９－ 

  

歯ブラシをください №204かっこう(古川) 

● ホテルや旅館でサービスの 

歯ブラシ・石鹸・タオルをください 

●  1点につき  1ま～ゆお払いします 
上田市十人 74-17   080-3417-3234 

ka3716jp@gmail.com 

 



コロナのおかげ？(と言ってはなんですが)   №50 都々平 

① ５月２５日 (３月末にワクチン投与の会場が初めての大谷医院で、そこに貼ってあるポスターに

目が留まりました。｢その痛み、もしかして神経障害性疼痛では？｣。以前痛みがあったそれを脳

が記憶していて，そこに炎症がなくても痛みのシグナルを発信することがあるのだそうです。 

数十年悩まされてきた背中の痛みがこれかもと思って診てもらいました。先生は｢どうかな？｣

と首をかしげながらも、処方してくれました。以来ずーっと飲み続けていますが、期待ほどでもなく

…でもいくらかは。 

② ５月３０日 起床したら、左手が肩まで痺れて｢こんなこと今までなかった｣から、大谷医院へ。脳

外科で MRI 検査をと勧められて脳神経外科へ。検査の結果は異状なしで、整形外科に回されま

した。 

行った先の○○病院での診断も、これといった所見ないが鎮痛剤投与と電気治療に通うこと

に。流れ作業のように忙しく立ち回る医師に違和感を覚えて「こんなだったら大谷さんで」と。 

若い先生ですが、カルテは手書き、聴診器を当てたりと割合古

風で患者の話をよく聞いてくれるからすっかり気に入って｢かか

りつけ医院を探していました、これからよろしく｣とお願いしまし

た。信頼のおけるお医者さんがやっと、しかも偶然見つかってホッ

としました。コロナもまんざらじゃないような気分です。 

 

コロナ禍で婆ちゃんに？ №４５ ばくちゃん                                             

2020年、コロナウイルスによる新型肺炎が流行し始めた。 

年齢的にも体質的にも心配の種は尽きない。罹患したらこわい。自分だけではなく、周囲に広

げるような立場になっても困る。 そう思って、パッと自粛生活に入った。 

巣ごもり独居生活でも軽い体操をしたり、音読をしたり、フレイル対策はしているつもりだった。 

（影の声～～え？あの程度ではフレイル対策にはならないよ！） 

 さて、３年目の 2022年、この秋のある日のこと。 

 レジに並んだ後ろの方が、小さな声で「おばあちゃん、手袋落ちましたよ。」と教えてくれた。 

 足元を見ると、私の手袋が落ちている。「ありがとう。」  親切の教えてくださって、有難

い、・・・・・・しかし、おばあちゃん！ 

 コロナ禍の自粛中におばあちゃん！ 

 竜宮城に行ってない。乙姫様にも会ってないし、鯛や平目の踊りも見てない。 

それなのに、浦島太郎のごとく、おばあちゃん！ 

（影の声～～え？コロナ禍の前からお婆ちゃんだったよ！） 

 こうなったら、仕方がない。元気なおばあちゃんを目指します。その為にも、ま～ゆ市の竜宮城

に参加して、乙姫様たちに謁見して皆様と歌って踊りたいで～す。 

140号のテーマは 
〝守る〟です。 

◍ 国を守るって何ですか？どうしたら兵器に頼らないで防衛で

きるでしょうか？ 

◍ 私は○○を守っています。例＝ペットを、家族を… 

◍ どうやって守ればいいか？教えてください。例＝財産、健康… 

◍ ○○を守る活動を続けています。例＝交通安全、自然環境… 

気軽に書いて寄せてください。 

－10－ 

 

   




